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　　　　訳：私たち皆が留学生ではない。
（『ポイント』p.43）
（ⅳ）時間副詞
　　 　我刚从梦中醒来。
　　　　[Ｓ＋副詞＋前置詞（句）＋Ｖ]
　　　　訳：私は夢からたった今覚めた。
（『中国語辞典』“刚”の部）
（ⅴ）情態副詞
　　 　我们一起在外边儿的网球场练习。
　　　　[Ｓ＋副詞＋前置詞（句）＋Ｖ]
　　　　訳：私たちは一緒に外のテニスコート
で練習します。（『2冊目』p.39）
　　 　我跟你一起看了香港电影。
　　　　[Ｓ＋前置詞（句）＋副詞＋Ｖ＋Ｏ]
　　　　訳：私はあなたと一緒に香港映画を見
ました。　（『さらなる一歩』 p.58）
　例文 ， のように，副詞は前置詞（句）の
前に置かれることもあるし，うしろに置かれる
こともある。尚 では，筆者が省略されていた
主語“我”を付け加えて，文を作り変えてある。
（ⅵ）程度副詞
　　 　我很高兴。[Ｓ＋副詞＋Ｖ]
　　　　訳：私は楽しい。　　（『1冊目』p.17）
　状態動詞の平叙文（いわゆる形容詞述語文）
では，一般に状態動詞（形容詞）の前に何らか
の程度副詞が必要とされ，よく使われるのが
“很”である。
（ⅶ）場所副詞
　　 　我们到处受到热烈的欢迎。
　　　　[Ｓ＋副詞＋Ｖ＋Ｏ]
　　　　訳：私たちはどこでも暖かい歓迎を受
けた。（『中国語辞典』“到处”の部）
（ⅷ）疑問副詞
　　 　难道我听错了?[副詞＋Ｓ＋Ｖ＋語気助詞]
　　　　訳：まさか私が聞き違えるなんてこと
があるだろうか。
（『中国語辞典』“难道”の部）
　この例のように，副詞は主語Ｓより前の文頭
に置かれることもある。
　これまでに出てきた品詞の基本文型における
標準的語順を整理すると，次の図1のように整
理することができる。
図１ 主な品詞の語順
　語気助詞は文末に置かれるが，その他の品詞
は基本的に主語（Ｓ）と目的語（Ｏ）の間に置
かれる。更にＳとＯの間でもある程度順序が決
まっていて，基本的には時間詞，副詞，助動詞，
前置詞（句）の順である。ただし，副詞につい
ては，置かれる位置範囲が広い。副詞以外は，
品詞の種類によってその置かれる順序はある程
度決まるが，副詞の場合は品詞だけが位置を決
定する要因ではなく，何に焦点を当てて表現し
たかという焦点の当て方に影響されているよう
である。
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　初級中国語のテキストの中には，中国語の基
本文型について（主語）＋（動詞）＋（目的語）
と書かれているものは実際にある。また助動詞
や前置詞（句）などが新たな品詞として導入さ
れるときには，それらの置かれる場所を明示し
ているものもある。しかし学習者が語順につい
て間違いを起こしやすいのは，基本文型と複数
の品詞の位置を同時に処理しなければならない
ときであると考えられる。本稿はこの点を念頭
に置いて語順を整理した。
　第5，6節では，形容詞の述語的用法に対して
は状態動詞，また動詞“是”に対しては判断詞
という用語を使用したが，初級中国語の授業で
は，やはり多くのテキストで使用している形容
詞や動詞という言い方を使用し，用語をやたら
に増やして学習者に負担をかけるべきでないと
考える。しかし，中国語の語順に関して混乱を
来しているような学生に対しては，本稿で整理
した方法で説明するのが理解しやすいと考え
る。
　今回は初級（一部は中級）中国語学習者を対
象としたため，非常に単純な文ばかりを取り上
げた。語順に関して採り上げていない問題が，
まだ幾つも残っている。例えば，文成分につい
ては限定語（連体修飾語），状況語（連用修飾語）
や補語（様態補語等）などの語順，また構文面
から連動文，存現文，処置文，複文などの語順
についても考える必要がある。また今回例文を
調査している段階で浮かび上がった問題に，副
詞の語順の多様性があった。単に品詞の違いが
語順を決定しているのではなく，何に焦点を当
てて表現するかということが，副詞とその他の
品詞の順序に影響しているように思われる。
　残されたこれらの問題を，今後の研究課題と
解決していきたいと考える。
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